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講演者紹介：ドイツ・ビーレフェルト大学名誉教授（環境史）

講演概要： 日独両国の戦後史には目立った共通点がある。ともに破滅的な

敗戦から立ち直り、「経済の奇跡」を経験し、ともに核保有を求めながら核

保有国とはならなかった。両国は核をめぐって長く似たような歩みを経験し

てきた。ドイツでは当初「平和的な核」への熱狂は日本より大きかったが、

その後核をめぐる論争は世界のどの国よりも熱を帯びて持続した。福島原発

事故も、ドイツでは日本よりも大きな反響を呼んだように思われる。核エネ

ルギーの歴史はパラドックスに満ちている。日独の相互比較から見えてくる

ものを考えたい。


